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株式会社釜石電機製作所

౰ࣾは、電動機や電気設備のメンテφンス、電動機コイル
製造、༹ࣹ加工等をͬߦており、電動機ͳͲのメンテφンスで
培ͬた「༹ࣹ被膜技術」（加೤して༹༥したཻ子を物体表面
にਧき付けて被膜を形成する技術）を活͔した「光触ഔ事業」
を大ࡕ大ֶ໊༪教त・大৿明ࢯ（岩手ݝ工業技術センター
導の΋と、平成ࢦ༩）やଞのࢀ �� ೥͔Βຊ格的に開࢝した。

೔ຊで発ݟされた光触ഔは、空気中にු༡する༷ʑͳウィ
ルスの不活化能力を持ͭと同࣌に、๷Ԛ、ফष、ە߅の能力
を持ͭ΋のと期଴されていた͕、触ഔ能力を高めること͕でき
ͣ、ओにน面ͳͲの๷Ԛ活用ͳͲにͬݶた普及にとͲ·ͬてい
た。

౰ࣾは、༹ࣹ被膜技術を用いて触ഔ材料で͋るࢎ化チタン
を基材面に均一に࿐出させるコーティング法をߟ案。触ഔ材
料は現࣌఺で能力͕最΋高い紫֎ઢ൓応タイプのࢎ化チタン
を採用し、この技術を組み込Μͩ空気浄化装置「サンアール
エコクリーン」を開発した。

この装置を医療ࢪ設やֶߍ、աࠅͳڥ؀Լに͋るச舎に設
置し、空気の浄化にͭいて調査したとこΖ、インフルエンβײ
છ発঱者਺の減গ、Ոசの呼吸器࣬ܥපの減গ、Ոசのࢮ
๢率減গのධ価をಘた。

౰ࣾは空気Ԛછやڥ؀保શにͭいては専໳֎で͋ͬたため、
この装置のさΒͳる能力向上を目ࢦすためにಠ立ߦ੓法ਓ産
業技術૯合研究所（ҵ৓ͭݝ ͹͘市）に触ഔの被ಟ耐性と、

ガスछ・ೱ度ຖにա不଍をきたさͳい光触ഔプレートຕ਺の
ձシステム研究Պࣾ߁極めを、東北จ化ֶԂ大ֶ大ֶӃ݈ݟ

（宮৓ݝઋ୆市）に装置内֎気ྲྀの適൱検ূ等をҕୗした。
·た、高ྸ者ࢪ設や༮ࢪࣇ設への試ݧ的設置では、চ置

きより΋高いҐ置にน֯取り付けを๬Ή੠΋دせΒれたこと͔
Β、装置設計とデβイン設計を花巻市の企業と共同でߦ こ͏と
とした。

メンテφンスサーϏスϏジネス構築に向け、౰ࣾで開発した
空気ਗ਼浄装置「サンアールエコクリーン」の՝୊をৄΒ͔にし
ͳ͕Β、Ϣーβーの使用ײや改良期଴を加ຯし、これ·での
メンテφݧܦを活͔した新たͳ装置の開発をスタートさせた。

1. 実施した経緯

2. 実施した内容

光触ഔ製品のメンテφンスサーϏスを構築する上で光触ഔ
プレートの能力఺検（使用લޙ、及びメンテφンスޙ）͕ܽ
͔せͳいとߟえ、ガス෼ղ能力ධ価システム（リアクター）を
備えた。これにより光触ഔプレートの活性度を調査したとこ
Ζ、ະ使用触ഔプレートの中に活性の低い΋の͕͋ること͕൑
明。この原Ҽは、༹ ࣹ室でࢎ化チタンのコーティングをࢪすࡍ、
異物͕光触ഔプレート表面に付ணしたことによるとࢥΘれたこ
と͔Β、༹ࣹ室のු༡異物対ࡦをٸピッチでͬߦた。

·た、製造した光触ഔプレートに紫֎ઢを 2� 照ࣹしؒ࣌
て洗浄ޙにᝑ体に組み込Ήことで、理૝的ͳ活性力を発شで
きること΋明Β͔にͳͬた。「リアクター」では、光触ഔプレー

੒Ռ
装置の定期メンテナンスを行うこと
で、従来装置よりも今回の試作機の
清浄能力がアップすることが明らかと
なった。また、ユニット化により、点
検部材の脱着が容易となり、メンテ
ナンス業務のビジネスモデル構築が
期待される。

Ңܦ
溶射で成膜した独自の光触媒材
料を組み込んだ空気浄化装置「サ
ンアールエコクリーン」の、内
部各機構（ファン・触媒・ＵＶ光
源など）をユニット化することで、
定期メンテナンス時の脱着簡易化
を目指す。

಺༰ࢪ࣮
「サンアールエコクリーン」の光触媒プレー
ト１枚あたりの空気浄化処理能力を検証
し、これに適したプレート実装数を決定。
装置構造の改良（シンプル化、気流改善、
軽量化、強度維持）と各機構のユニット化。
工具無しでメンテナンス容易な装置に改良
した。
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モーター・ポンプのメンテナンス関連、屋内外の新
設・改造などの電気工事関連、光触媒式空気浄
化装置の製造・販売、受託「溶射」加工等

ޫ৮ഔۭࣜؾড়Խ
૷ஔʹ͓͚Δ
ϝϯςφϯεαʔϏε
Ϗδωεのߏங

3. 取り組みの成果

4. 今後の取り組み

౰ࣾのैདྷ品で͋ͬた空気ਗ਼浄装置のメンテφンスは、専

ト̍ ຕ͋たりの処理能力΋同࣌に検ূ。ガスのछྨ、ೱ度に
応͡たա不଍のͳい浄化͕ݟ込めるプレートのຕ਺（૯面ੵ）
をࢉ出できるݟ通しをಘた。

にࠞ入する異物を減Βせれ͹、光ࡍ化チタンを༹ࣹするࢎ
触ഔのಇきを્֐するཁҼを減Βし、触ഔ活性効率の向上͕
期଴できる。౰ࣾではこの異物のআڈ能力を高めるため、ิ
ॿ金により࣪式集ਖ装置を導入し、触ഔのさΒͳる高度化を
目ࢦした。

東北จ化ֶԂ大ֶに検ূをҕୗした装置内֎気ྲྀの適൱
検ূでは、Ԛછ空気の吸込み口と光触ഔにより浄化された空
気のు出口の֯度͕同͡高さの方向に͋ͬたこと͔Β、装置の
域ͩけでసճする空気量͕ଟいこと΋Θ͔ͬた。これΒのۙࢸ
ことを౿·え、装置のᝑ体デβインのมߋとと΋に新たͳ試作
装置を̕୆製作し、高ྸ者ࢪ設（集ձ場̎୆、トイレ̍୆）、
පӃ（଴合室̍୆、਍࡯室̍୆、トイレ̍ ୆）、༮ࢪࣇ設（集
ձ場̎୆、トイレ̍ ୆）に設置したとこΖ、޷·しいレベルの
空気浄化͕確ೝされた。

大手メーカーの空気ਗ਼浄機は఺検やਗ਼૟͕ཁΒͳいメンテ
φンスフリーで能力をҡ持するとアピールされている͕、定期
的ͳ触ഔ洗浄メンテφンスをすること͕能力のҡ持に͔ܽせͳ
いこと͕Θ͔ͬた。

光触ഔ式空気浄化装置「サンアールエコクリーン」の֤機
構部のϢニット化をਤることで、定期メンテφンス࣌の簡易ͳ
୤ணや「ReEuDe（͝み発生の཈制）」、「Reuse（࠶利用）」、

「ReDZDle（࠶॥؀）」͕Մ能ͳ製品ͮ り͘に౒める。これと
と΋に地ڥ؀ٿに഑ྀした活動をߦいͳ͕Β光触ഔ式空気ਗ਼
浄装置「サンアールエコクリーン」のൢചやަ׵ফ໣部品、
Ϣニット部෼の定期的ަ׵業຿のҕୗ事業者の֫ಘをਤͬて
いきたい。確͔ͳ技術とݧܦ、データにཪͮけΒれたこの装置
を世界に向けアピールしていきたい。

用の工具や専໳஌͕ࣝඞཁͩͬたため、Ϣーβー͕͏ߦこと
は難しいとされていた。ᝑ体デβインのݟ௚しとと΋に֤機構
をϢニット化することで工具を使用せͣ、୭で΋簡単にメンテ
φンス͕できるよ͏改善した。加えて、Ϣニット部෼をަ׵、
洗浄するメンテφンスϏジネスに向け、具体的ͳϏジネスプラ
ンの基ૅを構築できた。·た、ガス෼ղ能力ධ価データの明
示により、設置ڥ؀に合ͬた能力の装置を提案Մ能にͳͬた。

౰ࣾでは「ͲΜͳڥ؀に、Ͳの͘ Βいのؒ࣌で、Ͳの程度の
ਗ਼浄度にしたいの͔」とい͏Ϣーβーの期଴度に応えるための、
光触ഔ式空気ਗ਼浄装置における具体的ͳ஌ݟを஝ੵすること
͕できた。

光触媒プレート１枚あたりの処理能力を検証し、
浄化能力の数値化を図る。

製品化第一号の据え置き型光触媒空気
循環装置「サンアールエコクリーン」。

光触媒プレート部分をユニット型にすることでメンテナンスの
簡易化・合理化が可能に。

「業界トップクラスの溶射技術を用いて光触媒事業拡大を
目指す」と語る佐藤一彦社長。

光触媒装置の開発責任者である
川崎栄専務取締役。
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